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令和元年度　土屋もとよし県政報告会
　皆さま　こんにちは！　日頃より大変お世話になっております。
本年度も、県政報告会を実施致します。下記に紹介しているのは、令和元年度の当初予算の抜粋です。これらの
他に、伊豆の国市に直接関連する事業を詳しく報告させていただきます。お誘い合わせの上、ご参加下さい。
また、お声をかけていただければ、小人数の集まりにでも伺いますので、お気軽にご連絡下さい。

日　時　：　令和元年 10 月 23日（水）　午後 7 時より
場　所　：　大仁くぬぎ会館会議室 1（大仁３３４　旧大仁高校）

　　　　　　※どなたでも参加できます。ご質問があればご連絡下さい。

土屋もとよし事務所　TEL  055-948-9635  FAX  947-1811

～One for All，All for One～～One for All，All for One～～One for All，All for One～

富国有徳の美しい
　　　　　“ふじのくに”づくり
富国有徳の美しい
　　　　　“ふじのくに”づくり

平成31年度当初予算の概要

1．命を守る安全な地域づくり
●防災・減災対策の強化

【地震・津波対策等減災交付金　26 億円】
・市町が取り組む地震・津波対策事業等を支援
　期間：H31～ R4（4年間で 100億円程度）

【プロジェクト ｢TOUKAI-0｣ 総合支援事業費
11 億 3,000 万円】

・木造住宅､ 建築物､ ブロック塀等の耐震化を促進
・重要道路の沿道建築物の耐震診断等への助成を創設

●危機管理体制・犯罪対策の強化
【警察庁舎整備関連事業費　9 億 500 万円】

・湖西警察署（津波浸水区域からの移転）R3業務開始
・大仁警察署（施設老朽化による移転）R5業務開始

●県土強靱化に向けた集中的取組
【国の ｢防災 ･ 減災 ･ 国土強靱化のための 3 か年緊急対策｣
に基づく事業（新規）　136 億円】

･｢重要インフラの緊急点検｣ を踏まえた､ 防災や県民経
済 ･生活を支える重要インフラ等の機能維持のための緊
急対策

2．安心して暮らせる医療 ･福祉の充実　
●安心医療の確保

【ふじのくにバーチャルメディカルカレッジ運営事業費
11 億 8,700 万円】

･県内外の大学と連携し､ 医師の不足や地域偏在を解消
･新規貸付 120人（20万円 /月）　　･地域枠 34人

●地域で支え合う長寿社会づくり
【地域包括ケア推進事業費　2 億 4,000 万円】

･病院看護師の訪問看護ステーションでの研修に対する支援
 ほか

●障害のある人の共生社会の実現
【発達障害者支援関連事業費　1 億 6,400 万円】

･R2年 4月に委託化する発達障害者支援センター
（東部 ･中西部）の開設準備､ 移行業務 ほか



3．子どもが健やかに学び育つ社会の形成
●安心して出産 ･子育てができる環境づくり

【幼児教育 ･ 保育無償化関連事業費　26 億 8,700 万円】
･R1年 10月～　
 対象：3～ 5歳（住民税非課税世帯は 0～ 2歳も無償化）

【こども医療費助成　25 億 5,600 万円】
･市町との合意を踏まえ､ 所得制限を撤廃（H31.4～）

●すべての子どもが大切にされる社会づくり
【私立高等学校授業料減免事業助成（新規）　9 億円】

･私立高校の授業料を減免し､ 保護者負担を軽減
 対象校　全日制 43校

【特別支援学校の教育環境充実　12 億 2,400 万円】
･三島田方地区､ 浜松地区への新校整備（R3開校）
･教室に空調整備（普通教室 R1夏、特別教室 R2まで）

●「文・武 ･芸」の学びの場づくり
【スクール ･ サポート ･ スタッフ配置事業費 2 億 5,700 万円】

･教員の多忙化解消のため､ 事務作業等を支援する地域の
人材を配置　H30：220人→ H31：488人

4．誰もが活躍できる社会の実現
●外国人が生活しやすい環境整備

【外国人受入環境整備事業費（新規）　3,000 万円】
･外国人県民に情報提供 ･相談を一元的に行う｢多文化共生

総合相談ワンストップセンター｣ の整備 ･運営

●外国人材の活躍推進
【定住外国人正社員就業 ･ 定着支援事業費（新規）　700 万円】

･定着支援コーディネーターを配置し、正社員化を支援

●誰もがいきいきと働ける環境づくり
【障害者雇用企業支援事業費　7,400 万円】

･障害者雇用推進コーディネーターの増員　ほか
【高齢者新規就業支援事業費（新規）　2,000 万円】

･高齢者雇用推進コーディネーターを配置
しずおかジョブステーション（沼津 ･静岡 ･浜松、各 1人）

5．富をつくる産業の展開
●次世代産業の創出と展開

【ファルマバレープロジェクト関連事業費　11 億 6,500 万円】
･ふじのくに医療城下町推進機構の公益法人移行の増資
･｢健康寿命延伸 ･自立支援プロジェクト｣ の推進

●富を支える地域産業の振興
【経営革新計画促進事業費助成　2 億 4,000 万円】

･経営革新計画の承認を受けた中小企業者による新商品の
開発等に助成（140件程度）

【小規模企業経営力向上支援事業費助成　2 億 2,000 万円】
･経営力向上を図るため工夫･改善による取組を実施する

小規模企業を支援（500件程度）

●農林水産業の競争力の強化
【先端農業プロジェクト関連事業費　5 億 1,200 万円】

･AI解析等を用いた高付加価値農作物の栽培管理手法の開発

6．多彩なライフスタイルの提案
●魅力的なライフスタイルの創出

【ふじのくに移住 ･ 就業支援事業費　3 億 400 万円】
･都内から本県への移住 ･ 就業した者等へ助成
･支給額 100万円 /世帯（定額）　ほか

7．“ふじのくに”の魅力の向上と発信
●スポーツの祭典

【ラグビーワールドカップ 2019 開催推進事業費
18億 9,600万円】

･大会運営､ 試合会場整備､ レガシー創出　ほか
【東京 2020 オリンピック ･ パラリンピック関連事業費
16億 5,000万円】

･開催準備､ おもてなし､ 機運醸成､ レガシー創出　ほか

●文化芸術の振興
【オリンピック ･パラリンピック文化プログラム推進事業費　
1億 8,000万円】

･全国的 ･県域 ･地域密着プログラムの展開
【豊かな暮らし空間創生事業費　7,000 万円】

･通学路等に面したブロック塀等の撤去や緑化等に助成

8．世界の人々との交流の拡大
●資源を活かした観光交流の拡大

【駿河湾フェリー利活用促進事業費（新規）　3億2,400万円】
･運航継続や観光交流活性化のため､ 新組織を設立

【 訪日観光客受入環境整備促進事業費（新規）　3,100 万円】
･7か国語対応の多言語コールセンターの設置　ほか


